
鹿児島港臨港道路（鴨池中央港区線）の

■ 事業目的 ■ 現地工事着手のご報告とご理解・ご協力のお願い
　南北約20kmに渡る鹿児島港において、
港内の円滑な港湾物流の確保と周辺道路の
交通混雑の緩和を目的として、鴨池港区か
ら中央港区間に臨港道路をつくる事業を実
施します。

■ 護岸とは
　護岸とは波や高潮による侵食から陸地を
守る役割を担っています。

　このたび、鹿児島県立鴨池緑地公園の海側約720m護岸の内、約
110m区間を昨年度に引き続き、工事を行います。
　工事はほぼ全ての工程が海上での作業となります。
　（作業イメージについては裏面をご参照下さい。）

令和6年度の作業工程表　　※工程は、天候・海象等により前後することがあります。

　作業期間中は、周辺環境に配慮して作業を行いますが、地域の皆様
にはご迷惑をお掛けします。
　何卒、ご理解、ご協力のほど、宜しくお願い申し上げます。
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臨港道路 約2.4㎞
（うち 橋梁区間 約1.1㎞）（橋台 2基， 橋脚 11基）（うち 橋梁区間 約1.1㎞）（橋台 2基， 橋脚 11基）

鴨池校区コミュニティ協議会 HP
（臨港道路情報掲載ページ）

県立鴨池緑地球技場
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P11A2護岸工事が始まります
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　潜水士により消波ブロック
にワイヤーを括り付け、起重
機船により撤去し、別の場所
に一時的に仮り置きします。

既設消波ブロック撤去

　起重機船で本体ブロックと
既設護岸との間を裏込石を投
入して埋戻します。

裏込石投入

　一時的に仮置していた消波
ブロックを、潜水士の指示の
もと、新しく設置した護岸の
前面に据付けます。

消波ブロック据付

　本体ブロックの基礎マウン
ドを保護するため、起重機船を
使用し、被覆ブロックを潜水士
の指示のもと据付けます。

被覆ブロック据付

　本体ブロックの基礎マウン
ドを保護するため、ガット船と
いう船を使用し、海上から被覆
石（石材）を投入します。

被覆石投入

　護岸を支える基礎マウンド
を造るため、ガット船という
船を使用し、潜水士の指示の
もと、海上から捨石(石材)を投
入します。

基礎捨石投入

護岸工事の作業イメージ

国土交通省 九州地方整備局
鹿児島港湾・空港整備事務所 撮影：令和 ６ 年 ７ 月

　別の場所で製作した護岸の
本体ブロックを起重機船で運
搬し、潜水士の指示のもと所
定の位置に据付けます。

本体ブロック据付

　アジテータ車(生コン運搬
車)とコンリートポンプ車を起
重機船に積み込み、海上運搬
します。
　現地で護岸本体の上にコン
クリートを打設します。

上部コンクリート打設
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今回の護岸工事の位置と作業イメージ
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